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ト
マ
ス
の
知
性
と
意
志
の
相
互
包
含
に

つ
い
て
の
部
分
的
考
察

高
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『
神
学
大
全
』
〔
押
ρ
．
G
。
卜
。
9
介
H
山
里
ρ
ρ
㊤
。
ご
、
『
悪
論
』
〔
9
ρ
節
．
§
岡
ρ
。
・
〕
は
、
人
間
本
質
の
諸
能
力
が
、
相
互
に
そ
の
優
位
性

に
お
い
て
包
含
し
合
う
と
こ
ろ
の
、
上
位
の
二
能
力
、
知
性
と
意
志
に
よ
っ
て
う
こ
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
各
々
異
っ
た
前
後
関
係
の

中
で
、
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
●
　
・
　
●
　
◎
　
。
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醐
、
知
性
と
意
志
の
、
作
用
に
お
け
る
相
互
包
含
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の
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
リ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
か
ら
出
さ
れ
た
作
用
に
お
け
る
、
知
性
と
意
志
の
相
互
包
含
に
、
視
点
を
限
定
し
て

い
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
。
　
o
　
ゆ
　
。
　
●
　
。
　
。
　
・
　
●
　
●
　
●
　
・
　
．
　
●
　
●
　
・

　
　
『
悪
投
』
〔
ρ
．
ρ
餌
毒
一
p
ρ
〕
「
人
指
に
お
い
て
も
同
じ
く
、
知
性
的
認
識
を
す
る
形
相
と
、
知
性
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
形
相
を
追
求
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ

　
る
、
意
志
の
志
向
作
用
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
◎
　
．
　
・
　
●
　
●
　
●

　
　
…
…
従
っ
て
、
善
い
も
の
そ
れ
自
体
（
ぴ
○
毒
影
）
も
、
（
知
性
の
作
用
に
よ
っ
て
）
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
な
、
あ
る
特
定
の
形
相

　
で
あ
る
面
に
お
い
て
、
あ
る
特
定
の
真
な
る
も
の
（
く
二
二
ヨ
）
で
あ
り
…
…
。
又
、
真
な
る
も
の
く
ぐ
冬
季
蕊
そ
れ
自
体
も
、
知
性
的
作
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
の
志
向
霞
的
で
あ
る
点
で
、
あ
る
特
定
の
善
い
も
の
（
び
○
工
学
）
と
し
て
、
善
な
る
も
の
の
中
に
含
ま
れ
る
。
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を
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か
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…
…
こ
う
し
て
、
意
志
は
自
分
自
身
を
う
こ
か
し
、
又
、
他
の
全
て
の
能
力
を
う
こ
か
す
。
何
と
な
れ
ば
、
私
が
望
む
か
ら
、
私
は
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知
性
的
に
認
識
す
る
。
同
じ
く
、
私
が
望
む
か
ら
、
私
は
全
て
の
能
力
と
習
性
を
用
い
る
。
」
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神
学
大
全
』
〔
H
》
ρ
・
○
。
ρ
心
．
〕
　
「
知
ら
れ
た
善
は
、
意
志
の
目
的
と
な
り
、
目
的
と
し
て
意
志
を
う
こ
か
す
。
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意
志
は
、
作
用
者
と
し
て
（
日
興
ヨ
＆
信
ヨ
鋤
α
q
①
導
一
。
。
）
全
て
の
他
の
能
力
を
、
各
々
の
作
用
に
向
け
て
う
こ
か
す
。

　
全
て
の
存
在
者
と
全
て
の
真
理
を
認
識
す
る
知
性
は
、
善
一
般
を
志
向
す
る
意
志
、
あ
る
い
は
、
あ
る
特
定
の
作
用
を
す
る
部
分
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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ロ

能
力
と
し
て
の
意
志
に
対
し
優
位
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
知
性
が
認
識
す
る
、
存
在
者
と
真
な
る
も
の
の
一
般
形
相
の
中
に
、
意
志
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
リ

れ
自
体
、
意
志
の
作
用
、
意
志
作
用
の
対
象
、
が
全
て
包
含
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
あ
る
特
定
の
作
用
を
持
っ
た
、
あ
る
部
分
的
能
力
と
し
て
の
知
性
に
対
し
て
は
、
善
一
般
を
志
向
す
る
意
志
の
方
が
優
位
を
持
つ
。
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な
ぜ
な
ら
ぽ
、
知
性
そ
れ
自
体
と
、
知
性
的
認
識
作
用
と
、
真
で
あ
る
と
こ
ろ
の
知
性
作
用
の
対
象
、
の
一
つ
一
つ
は
、
（
志
向
対
象
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
ロ

し
て
の
）
善
い
も
の
、
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
意
志
は
知
性
を
う
こ
か
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
こ
れ
ら
の
諸
理
由
に
も
と
づ
き
、
知
性
と
自
由
意
志
が
、
自
ら
の
作
用
に
よ
っ
て
（
の
悶
一
ω
鋤
O
け
一
げ
信
ω
）
、
相
互
に
包
含
し
合
う
こ
と
が
わ
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か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
知
性
は
、
意
志
が
の
ぞ
む
と
い
う
こ
と
を
、
知
性
的
に
知
り
、
意
志
は
、
知
性
が
知
る
と
い
う
こ
と
を
、
の
ぞ
む

か
ら
で
あ
る
。
」

　
『
神
学
大
全
』
〔
H
山
嶺
ρ
P
餌
」
〕
　
「
主
体
（
理
性
を
指
す
）
の
う
ご
き
は
、
何
ら
か
の
作
用
者
（
意
志
を
指
す
）
か
ら
与
え
ら
れ
る
。
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し
か
る
に
全
て
の
作
用
老
は
、
目
的
の
た
め
に
作
用
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
作
用
者
（
意
志
を
指
す
）
の
、
作
用
の
源
は
、
目
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
こ
の
目
的
は
、
知
性
が
、
そ
の
作
用
に
よ
っ
て
提
示
し
た
善
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
　
　

　
…
…
意
志
は
、
善
い
も
の
一
般
を
、
自
ら
の
譲
許
と
し
て
志
向
し
、
意
志
に
従
属
し
て
い
る
諸
能
力
（
押
0
。
。
《
餅
で
は
、
　
こ
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
知
性
が
含
ま
れ
る
）
を
う
こ
か
す
。
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…
…
対
象
、
衝
的
は
、
形
相
因
の
よ
う
に
し
て
、
作
用
を
規
定
す
る
、
と
い
う
形
で
、
作
用
者
を
う
こ
か
す
。
し
か
し
、
第
一
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
り
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

　
相
因
は
、
存
在
者
と
真
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
工
つ
は
、
知
性
の
対
象
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
性
は
、
意
志
に
意
志
の
志
向
目

　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　

　
標
を
提
示
す
る
こ
と
、
に
よ
っ
て
、
意
志
を
う
こ
か
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
知
性
と
意
志
の
、
能
力
に
お
け
る
相
互
包
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
と
こ
ろ
で
、
引
用
し
た
各
章
の
中
に
は
、
知
性
の
作
用
と
意
志
の
作
用
同
志
の
優
位
性
に
お
け
る
相
互
包
含
に
と
ど
ま
ら
ず
、
知
性
能

力
と
意
志
能
力
に
お
け
る
、
優
位
性
の
相
互
包
奮
を
示
唆
す
る
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
　
『
神
学
大
全
』
口
“
ρ
。
。
b
。
v
餅
銭
G
。
●
〕
「
人
間
的
作
用
の
最
初
は
、
知
性
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
全
て
の
意
志
の
う
ご
き
を
、
認
識
が
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
方
、
意
志
の
う
ご
き
は
、
全
て
の
認
識
作
用
に
先
行
す
る
こ
と
は
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　

つ
ま
り
、
意
志
の
作
用
は
、
必
ら
ず
、
先
行
し
た
認
識
作
用
を
前
提
す
る
か
ら
、
一
番
最
初
に
、
い
か
な
る
意
志
の
作
用
を
も
受
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
の

と
こ
ろ
の
、
第
一
回
目
の
知
性
的
認
識
作
用
が
、
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
又
、
第
一
回
閉
の
知
性
的
認
識
以
後
に
も
、
日
常
に
お
い
て
、

　
　
の
　
　
　
ゆ

意
志
作
用
に
よ
る
惹
起
を
受
け
な
い
、
純
粋
な
知
性
的
認
識
が
存
在
す
る
こ
と
に
、
こ
の
機
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
『
神
学
大
全
』
〔
〒
H
押
ρ
高
O
ρ
ど
ρ
〕
に
よ
る
と
、
こ
の
第
一
園
目
の
知
性
的
認
識
作
用
は
、
そ
れ
自
体
、
知
性
的
光
の
行

使
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
能
力
の
行
使
は
、
あ
る
種
の
う
ご
き
、
又
は
う
こ
か
さ
れ
、
で
あ
る
。
従
っ
て
、
知
る
こ
と
は
、
広
い
意
味
の

う
こ
か
さ
れ
、
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

　
　
「
物
的
事
物
に
お
い
て
は
、
う
こ
か
さ
れ
、
作
用
の
原
理
と
し
て
、
形
相
が
要
求
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
第
一
聾
者
の
う
こ
か
し
も
要

　
求
さ
れ
る
。

　
　
同
じ
よ
う
に
、
物
的
、
そ
し
て
精
神
的
う
ご
き
、
う
こ
か
さ
れ
は
、
神
で
あ
る
第
一
動
者
か
ら
由
来
す
る
。
故
に
、
い
か
に
物
質
的
、

　
霊
的
本
性
が
完
全
で
あ
っ
て
も
、
神
に
う
こ
か
さ
れ
ず
に
、
自
己
の
作
用
に
踏
み
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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し
か
る
に
、
そ
の
う
こ
か
し
は
、
神
の
摂
理
の
理
念
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
そ
し
て
、
第
一
国
者
で
あ
る
神
か
ら
、
全
て
の
う
こ
か
し
が
発
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
第
一
の
作
用
と
し
て
、
全
て
の
（
う
こ
か

　
し
の
）
形
相
的
完
成
も
、
そ
の
同
じ
神
か
ら
由
来
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ロ

　
　
そ
の
よ
う
に
、
知
性
の
作
用
、
そ
し
て
被
造
物
存
在
の
全
て
の
も
の
の
作
用
は
、
こ
の
二
点
で
、
神
に
依
存
し
て
い
る
。
即
ち
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　

　
一
は
自
分
が
そ
れ
に
よ
っ
て
作
用
す
る
と
こ
ろ
の
形
相
を
、
神
か
ら
受
け
る
こ
と
。
第
二
は
、
作
用
の
起
発
執
行
（
①
図
①
H
O
μ
混
一
d
「
b
P
）
の
た

　
め
に
、
神
に
よ
っ
て
う
こ
か
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
コ

　
つ
ま
り
、
ト
マ
ス
に
よ
れ
ぽ
、
意
志
の
作
用
に
依
存
し
て
い
な
い
純
粋
知
性
的
認
識
も
、
う
こ
か
さ
れ
、
う
ご
き
の
一
種
で
あ
り
、
第

…
動
老
か
ら
の
、
形
相
（
知
性
的
光
）
と
最
初
の
う
こ
か
し
、
を
受
容
し
な
け
れ
ば
、
成
立
し
な
い
。
こ
こ
に
は
、
知
性
作
用
以
前
に
お

　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
コ
　
　
　
リ
　
　
リ

け
る
知
性
作
用
の
根
源
に
関
す
る
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　

　
そ
し
て
、
人
間
の
、
全
て
の
知
性
作
用
、
意
志
作
用
は
、
こ
の
知
性
能
力
に
お
け
る
、
神
か
ら
の
最
初
の
う
こ
か
し
に
よ
っ
て
の
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ

存
在
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
意
志
の
最
初
の
作
用
は
、
知
性
の
第
一
団
目
の
作
用
を
前
提
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　

　
し
か
し
、
第
一
回
目
の
意
志
作
用
の
起
発
執
行
（
①
M
ハ
Φ
圏
O
同
叶
d
「
b
P
）
は
、
意
志
そ
の
も
の
か
ら
出
る
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
存
在
論
的
必

要
充
分
な
根
拠
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
。

　
　
『
悪
論
』
〔
ρ
．
ρ
鋤
出
巳
。
‘
ρ
〕
に
よ
る
と
、
「
意
志
が
、
強
制
や
必
然
に
よ
っ
て
、
う
こ
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
、
を
証
明
す
る

　
た
め
に
…
…
意
志
の
う
ご
き
を
、
作
用
の
岡
谷
執
行
と
、
作
用
の
規
定
（
碧
①
。
臨
＄
ぎ
）
の
二
面
か
ら
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
作
用
の
．
夜
発
面
か
ら
考
察
す
る
と
、
意
志
は
、
考
慮
（
。
o
涙
濠
。
ヨ
）
に
従
っ
て
う
ご
く
が
、
考
慮
は
論
証
的
検
証
で
は
な
く
、
相
反

　
す
る
複
数
の
可
能
性
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
意
志
が
、
必
然
性
に
よ
っ
て
う
ご
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
意
志
は
、
常
に

　
考
慮
を
持
つ
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
の
で
考
慮
を
持
つ
こ
と
を
望
む
べ
く
、
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
う
こ
か
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
も
し
、
意
志
が
、
完
全
に
自
力
で
考
慮
を
持
つ
こ
と
を
望
み
始
め
る
、
の
だ
と
す
れ
ば
、
意
志
の
う
こ
ぎ
の
前
に
、
又
、
考
慮
が
先
行
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せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
考
慮
に
も
、
意
志
が
先
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
態
が
無
限
に
進
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か

　
ら
、
現
実
に
、
望
み
作
用
を
常
に
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
な
い
、
全
て
の
意
志
の
、
第
一
圃
鼠
の
う
ご
き
に
関
し
て
は
、
外
な
る
何
者

　
か
に
よ
っ
て
う
こ
か
さ
れ
、
そ
の
う
こ
か
さ
れ
に
よ
っ
て
、
意
志
が
の
ぞ
み
は
じ
め
る
、
と
結
論
づ
け
る
必
然
性
が
出
て
来
る
。

　
　
…
…
従
っ
て
、
最
初
に
、
知
性
と
意
志
を
う
こ
か
す
も
の
は
、
知
性
と
意
志
の
上
位
の
も
の
、
つ
ま
り
、
神
で
あ
る
。
」

と
こ
ろ
で
、
同
じ
、
『
悪
論
』
〔
ρ
・
◎
P
仁
巳
ρ
》
ρ
〕
の
前
の
部
分
に
、

　
　
「
し
か
し
、
作
用
の
起
発
執
行
は
、
そ
の
う
こ
か
し
を
原
因
す
る
作
用
者
か
ら
来
る
。
し
か
し
、
う
こ
か
す
も
の
は
蹟
的
の
た
め
に

　
作
用
す
る
。
従
っ
て
、
作
用
の
起
発
執
行
に
つ
い
て
の
、
う
こ
か
し
の
第
一
原
理
は
回
的
か
ら
来
る
。
」

と
あ
る
。
の
ぞ
み
の
対
象
に
な
る
全
て
の
も
の
の
中
に
あ
る
第
一
原
理
、
つ
ま
り
善
を
、
一
般
的
に
志
向
す
る
動
力
の
作
用
の
よ
う
に
、
全

く
規
定
性
を
持
た
な
い
、
い
か
な
る
名
称
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
純
粋
志
向
性
は
、
第
一
質
料
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
純
粋
な
形
で
存

在
し
得
な
い
の
と
、
同
じ
理
由
で
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
。
神
、
こ
の
う
こ
か
し
の
第
一
作
用
者
の
意
図
の
中
で
、
無
規
定
の
善
一
般

へ
の
志
向
性
と
、
あ
る
特
定
の
鼠
的
設
定
の
二
つ
は
、
す
で
に
綜
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
特
定
の
目
的
は
、
被
造
物
の
形
相
、
そ

し
て
、
こ
こ
で
は
人
關
の
形
相
の
中
に
実
現
し
て
い
る
。
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三
、
人
間
的
形
相

　
ト
マ
ス
に
と
っ
て
、
人
聞
の
本
質
は
、
そ
の
有
限
性
を
反
映
し
て
、
多
数
の
能
力
群
の
中
に
成
立
し
て
い
る
。
有
限
な
本
質
は
、
そ
の

本
性
よ
り
し
て
、
複
数
の
能
力
を
流
出
し
、
又
、
そ
れ
ら
諸
能
力
の
形
相
的
諸
対
象
が
、
各
々
、
あ
る
べ
き
主
従
関
係
に
調
整
さ
れ
合
う

形
で
、
そ
の
本
質
全
体
と
し
て
の
作
用
が
営
ま
れ
る
。

　
　
『
神
学
大
全
』
〔
賛
0
ミ
．
〕
「
事
業
は
、
普
遍
的
で
完
全
な
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
ぜ
な
ら
、
幸
橿
に
到
達
出
来
る
か

　
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
は
、
幸
福
に
到
達
出
来
る
存
在
老
の
中
の
、
最
下
位
に
あ
る
。
従
っ
て
、
多
数
の
異
っ
た
作
用
と
能
力
を
、



　
人
間
の
霊
魂
は
要
求
す
る
。
」

　
し
か
し
、
人
間
の
本
質
の
諸
能
力
は
、
各
々
の
能
力
の
中
で
、
よ
り
高
い
完
全
性
を
持
つ
能
力
が
、
よ
り
低
い
完
全
性
を
持
つ
能
力
に

対
し
て
、
優
位
に
あ
り
、
後
老
は
前
者
に
依
存
す
る
。
こ
の
依
存
秩
序
に
お
い
て
は
、
知
性
的
諸
能
力
（
知
性
と
意
志
）
が
、
感
覚
的
諸

能
力
よ
り
優
位
で
あ
り
、
前
者
は
後
者
を
、
指
導
し
命
令
す
る
。

　
　
『
神
学
大
全
』
〔
劃
ρ
為
N
P
食
一
睡
斜
艶
刈
”
ρ
〕
　
「
完
全
な
能
力
が
、
不
完
全
な
能
力
よ
り
優
位
で
あ
る
よ
う
な
、
本
性
に
基
づ
く
順

　
位
と
し
て
の
、
能
力
問
の
依
存
関
係
に
お
い
て
は
、
知
性
的
諸
能
力
（
知
性
と
意
志
）
が
、
感
覚
的
諸
能
力
に
対
し
て
優
位
で
あ
り
、

　
知
性
的
能
力
は
、
感
覚
的
能
力
を
、
指
導
し
、
命
令
す
る
。
（
象
ユ
α
q
§
叶
＄
ρ
Φ
甑
日
℃
9
餌
艮
①
一
言
」

　
　
「
（
こ
の
よ
う
な
順
位
に
あ
る
各
要
素
に
お
い
て
は
）
第
一
の
も
の
に
よ
り
近
い
要
素
が
、
よ
り
遠
い
要
素
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
意

　
昧
で
の
原
因
で
あ
る
。
…
…
そ
の
結
果
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
完
全
性
と
本
性
の
秩
序
に
お
い
て
、
よ
り
優
位
に
あ
る
能
力
は
、
他
の

　
諸
能
力
の
目
的
で
あ
り
、
作
用
的
原
因
で
あ
る
、
と
い
う
形
で
源
泉
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
感
覚
は
知
性
の
た
め
に
存
在
す
る
が
、

　
そ
の
逆
で
は
な
い
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
」

　
　
『
神
学
大
全
駈
〔
押
G
。
b
。
り
ρ
■
企
。
「
〕
「
秩
序
づ
け
ら
れ
た
。
多
く
の
諸
能
力
の
中
で
は
、
普
遍
的
目
的
に
直
接
志
向
す
る
能
力
が
、
部
分

　
的
目
的
に
直
接
志
向
す
る
諸
能
力
を
う
こ
か
す
。
」

従
っ
て
、
ト
マ
ス
に
と
っ
て
、
人
間
の
形
相
は
、
そ
の
不
漁
7
5
全
性
の
故
に
、
多
数
の
諸
能
力
の
う
ち
に
存
在
し
、
生
命
を
展
開
し
て
い
る

が
、
諸
能
力
の
存
在
の
意
味
と
中
心
は
、
知
性
能
力
と
意
志
能
力
の
二
つ
で
あ
り
、
他
諸
能
力
の
存
在
意
味
は
、
知
性
的
二
能
力
の
完
成

に
あ
る
、
と
結
論
出
来
る
。

　
従
っ
て
、
人
間
が
、
第
一
回
目
の
意
志
作
用
（
既
に
、
第
一
回
目
の
知
性
作
用
に
よ
る
、
善
の
提
示
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
）
に
実
際

に
入
る
前
に
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
、
そ
の
第
…
回
目
の
意
志
作
用
の
起
発
執
行
の
必
要
充
分
な
原
因
と
な
り
、
そ
の
即
発
執
行
の
中
に
結

果
と
し
て
顕
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
う
こ
か
し
は
、
第
一
回
目
の
純
粋
知
性
作
用
を
行
な
う
以
前
の
、
知
性
形
相
を
、
必
然
的
に
、
自
ら

一　73　一



の
う
ご
き
の
規
定
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
、
純
粋
能
力
状
態
に
お
い
て
の
知
性
と
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
知
性
と
意
志
が
、
第
一
縢
目
の
作
用
に
入
る
前
の
状
態
。
そ
れ
は
、
純
粋
の
知
性
能
力
、
純
粋
の
意
志
能
力
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
作
用

以
前
の
能
力
、
純
粋
能
力
と
は
、
そ
の
能
力
の
第
一
回
目
の
作
用
の
全
可
能
性
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
、
先
唱
的
証
条
件
の
総
体
で
あ
り
、

第
一
回
目
の
作
用
以
後
、
多
く
の
作
用
展
開
を
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
能
力
が
、
原
初
の
形
で
捉
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
項
で
特

定
し
て
来
た
、
第
一
動
看
の
最
初
の
う
こ
か
し
は
、
こ
の
純
粋
能
力
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
こ
の
純
粋
能
力
の
状
態
に
お
い
て
の
知
性
と
意
志
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
出
来
る
。

　
知
性
能
力
の
純
粋
状
態
と
、
意
志
能
力
の
純
粋
状
態
の
関
係
は
、
作
用
の
起
発
執
行
を
規
定
す
る
能
力
（
巷
Φ
。
臨
。
箋
。
）
と
、
規
定
化
を

受
け
る
起
発
執
行
能
力
（
O
×
①
目
O
一
轡
一
鎧
巴
P
）
の
関
係
。
形
相
（
h
O
目
諺
窪
〉
と
動
力
（
号
舞
ヨ
同
。
・
旧
宅
）
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
能
力
の
純
粋
状
態
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
サ
　
　
　
む
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

個
々
の
具
体
的
作
用
で
は
な
く
、
個
々
の
具
体
的
作
用
の
先
与
条
件
の
総
体
で
あ
る
の
で
、
知
性
的
作
用
と
意
志
的
作
用
は
、
様
々
の
旦
ハ

体
的
外
的
条
件
に
よ
っ
て
変
形
は
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
各
々
の
能
力
の
純
粋
状
態
に
お
け
る
相
互
関
係
を
、
保
つ
の
で
あ
る
。
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イ
、
ト
マ
ス
に
お
け
る
、
知
性
能
力
意
志
能
力
の
純
粋
状
態
の
相
互
関
係
、
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
が
、
作
用
水
準
に
お

け
る
知
性
と
意
志
を
見
る
場
合
に
陥
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
一
つ
の
危
険
性
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
ゆ
　
　
　
　

　
作
用
水
準
で
、
知
性
と
意
志
の
優
位
性
に
お
け
る
栢
互
包
含
を
論
じ
る
場
合
、
あ
た
か
も
、
知
性
と
意
志
が
、
独
立
し
た
、
相
互
に
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

在
的
因
果
関
係
し
か
持
た
な
い
、
二
つ
の
自
立
的
存
在
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
錯
覚
が
生
じ
や
す
い
。
し
か
し
、
純
粋
能
力
水
準
に
あ
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る
知
性
と
意
志
は
、
ト
叩
、
ス
に
と
っ
て
は
、
全
体
と
し
て
の
一
つ
の
入
間
生
命
の
、
規
定
性
と
動
力
性
な
の
で
あ
っ
た
。



　
　
『
神
学
大
全
』
〔
押
ぬ
。
。
8
食
践
H
〕
に
は
「
知
性
の
中
に
あ
る
も
の
も
、
意
志
の
中
に
あ
る
も
の
も
、
両
方
共
に
、
一
つ
の
実
体
に

　
根
ざ
し
て
お
り
、
又
、
一
方
は
、
も
う
一
方
の
（
存
在
と
作
用
の
た
め
の
）
源
泉
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
（
一
つ
の
実

　
体
の
中
に
お
い
て
）
”
意
志
の
申
に
あ
る
も
の
は
、
又
、
同
時
に
、
あ
る
意
味
で
、
知
性
の
中
に
も
あ
る
の
だ
”
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
偏

　
と
あ
り
、
又
、
『
神
学
大
全
』
〔
H
v
ρ
絹
怠
b
。
”
鑑
b
。
〕
に
よ
る
と
、

　
　
「
自
ら
の
中
に
自
立
存
在
を
持
つ
も
の
に
、
自
ら
に
よ
る
独
立
の
作
用
は
帰
せ
ら
れ
る
。
本
当
に
、
自
ら
の
中
に
、
自
立
存
在
を
持
つ

　
も
の
は
、
何
か
の
も
の
の
部
分
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
部
分
の
諸
作
用
は
、
部
分
と
し
て
、
全
体
の
作
用
に
帰
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
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人
間
が
限
で
見
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
霊
魂
が
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
が
、
人
間
が
、
霊
魂
に
よ
っ
て
認
識
す
る
、
と
い
う

　
方
が
、
よ
り
正
し
い
の
で
あ
る
。
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

　
ロ
、
人
間
に
お
け
る
、
こ
の
上
位
二
つ
の
能
力
、
即
ち
、
知
性
能
力
と
意
志
能
力
の
純
粋
状
態
に
お
い
て
、
人
間
が
、
善
な
る
も
の
の

全
て
を
志
向
す
る
欲
求
で
あ
る
意
志
能
力
に
よ
っ
て
、
真
な
る
も
の
の
全
て
と
の
一
致
を
す
る
こ
と
の
出
来
る
許
容
力
を
持
っ
た
形
相
能

力
、
即
ち
知
性
能
力
に
お
い
て
、
全
て
の
存
在
者
と
の
一
致
へ
の
志
向
を
生
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
こ
に
、
意
志
の
作
用
に
よ
っ
て
特
別
に
惹
起
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
知
性
の
作
用
、
つ
ま
り
純
粋
の
知
性
的
認
識
、
そ
し
て
、
意
志

の
第
一
回
目
の
惹
起
作
用
の
前
提
原
因
に
な
る
と
こ
ろ
の
、
第
一
回
目
の
知
性
的
認
識
作
用
が
、
人
間
本
質
の
完
成
を
目
ざ
す
、
本
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

意
味
の
人
間
的
行
為
と
し
て
の
重
要
性
を
持
つ
こ
と
も
、
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
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圖
お
よ
び
㈹
　
引
用
内
の
傍
点
と
括
弧
は
筆
者
に
よ
る
。


